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宗像市のお財布の仕組み

市が仕事をするために必要なお金を管理する財布を会計といいます。

大別すると下記のような会計があり、収入(歳入)の種類や使い道(歳出)などに応じて
会計を分けることで、わかりやすく、収支が明確になるメリットがあります。

一般会計

教育・福祉・道路や
公園の管理など、

市の基本的な行政サービス
を行うための財布

特定の収入で
特定の事業を行うための財布
(国民健康保険事業や介護保険事業など)

主に利用者からの料金収入で
事業行うのための財布

(下水道事業)

特別会計 企業会計

今回ご紹介するのは・・・

市の基本的な行政サービスを行うための財布である一般会計の決算です。

歳入 : 207.4億円
歳出 : 206.0億円

歳入 : 31.2億円
歳出 : 37.3億円

歳入 : 486.2億円
歳出 : 469.4億円

令和6年度決算額 令和6年度決算額 令和6年度決算額



宗像市経営企画部財政課
P3

一般会計決算の概要

歳入決算額は486.2億円に対して歳出決算額は469.4億円となり、
繰越すべき財源を除いた実質収支は13.1億円となりました。

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

R2 R3 R4 R5 R6

歳入歳出決算額の推移(億円)

歳入

歳出

487.8
475.1

430.6

405.4

441.7
419.7

467.7
453.1

486.2
469.4

歳入決算額 (A) 歳出決算額 (B)

繰越すべき財源 (C) 実質収支

486.2億円

前年度増減額 +18.8億円

469.4億円

前年度増減額 +16.3億円

3.7 億円

前年度増減額▲6.3億円

13.1 億円

前年度増減額 +8.8億円

実質収支 = (A) – (B) – (C)

令和6年度一般会計の決算収支
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お金の得どころ(歳入決算額の内訳)

歳入決算額

486.2
億円

市税

市民の皆さんが宗像市に
収めていただいたお金

地方交付税

105.6 億円

市町村の税収の差を
調整するために国から

交付されるお金

93.5 億円

国県支出金

使途を特定して、
国や県から交付されるお金

133.5 億円

寄附金

市民の皆さんなどから
受ける寄附によるお金

億円10.1

繰入金

基金(貯金)から
切り崩したお金

40.6 億円

市債

公共施設を整備するために
借り入れたお金(借金)

34.6 億円

その他

使用料及び手数料、
財産収入など

68.3 億円
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お金の使い道(歳出決算額の内訳)

歳出決算額

469.4
億円

福祉の充実に

高齢者・障害者福祉、子育て支援など

190.2 億円 (民生費)

環境・衛生の向上に

ごみの収集と処理、環境保全
予防接種、健康促進など

35.5 億円 (衛生費)

教育・文化の振興に

小中学校の運営、
文化、スポーツの振興など

63.1 億円 (教育費)

消防・防災に

消防団や消防施設の管理運営、
防災対策など

12.4 億円 (消防費)

総合防災訓練の様子

全市立学校の体育館に整備した空調設備 野菜摂取量の測定ができるベジチェック

コミュニケーション支援ツールを利用した窓口対応
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お金の使い道(歳出決算額の内訳)

市役所の管理や市政運営に

市役所の維持管理や
コミュニティ活動など

95.9 億円 (総務費)

借金の返済に

市が借り入れた市債の
償還元金と利子

25.1 億円 (公債費)

産業の振興に

農林水産業の活性化
商工業・観光の振興など

19.5 億円 (農林水産業・商工費)

道路・公園に

道路や橋、公園の管理など

24.7 億円 (土木費)

自治会役員研修の様子 鐘崎漁港2号岸壁での耐震耐津波対策工事道路の補修後(左)と公園の整備後(右)の様子

その他

3.0 億円

市民の皆さんが収めた市税を収入の中心として、
安全安心なまちづくり・福祉の増進・定住促進など様々な事業を実施しました。
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家計簿に置き換えてみると

【収入】 【支出】

基本給

諸手当
(医療費や家の改築などに対する)

借入金・ローン
(家の改築などに対する)

そのほか雑入

貯金からの切り崩したお金

前年度残額

【資産】 【負債】

✓

✓

✓

✓

✓

✓

家や車、貯金など✓

計

241万円 (20.1万円/月)

132万円 (11.0万円/月)

34万円 (2.8万円/月)

19万円 (1.6万円/月)

40万円 (3.3万円/月)

14万円 (1.2万円/月)

480万円 (40.0万円/月)

217万円

(=市税、地方交付税等)

(=国県支出金)

(=市債)

(=諸収入、寄付金等)

(=繰入金)

(=繰越金)

(=基金残高)

食費

医療費や保育料など

ローンの返済

家の改築や車の買替えなど

光熱水費、雑費など

雑費

✓
✓

✓
✓

✓

✓
計

46万円 (3.8万円/月)

137万円 (11.4万円/月)

25万円 (2.1万円/月)

57万円 (4.8万円/月)

64万円 (5.3万円/月)

4万円 (0.3万円/月)

463万円 (38.6万円/月)

(=人件費)

(=扶助費)

(=公債債)

(=投資的経費)

(=物件費)

(=その他)

家族への仕送りなど✓ 94万円 (7.9万円/月)(=繰出金、補助費等)

貯金✓ 36万円 (3.0万円/月)(=積立金)

ローン残高✓ 210万円(=市債残高)

一般会計の歳入を年収480万円(月収40万円)の家庭に置き換えた時の家計簿は次の通りです。

令和6年度の収入と支出の差引 17万円の黒字

義
務
的
経
費

投資的経費

そ
の
他
の
経
費
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宗像市の収入について

101.1 102.7 102.6 103.6 104.8 104.7 104.6 108.1 108.4 105.6 

67.7 66.0 63.2 63.7 64.9 65.6 75.9 75.0 79.2 85.7 

14.1 11.2 11.5 12.0 10.7 10.6 
9.9 3.9 1.8 0.9 

36.3 32.2 37.5 40.2 34.7 45.1 
49.5 60.2 61.8 61.1 

219.3 
212.2 214.8 219.4 215.0 

226.0 
239.9 

247.2 251.2 253.3 

0.0

50.0
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250.0

300.0

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

市税 普通交付税 臨時財政対策債等 その他

(億円) 一般財源の推移

て確保できており、国からの支援も含めて年々少しずつ増えています。

一般財源について✓

宗像市の一般財源は100億円程度で安定した市税を基盤として、
全体として増加傾向にあります。

宗像市の収入のうち、特に重要なのが「一般財源」と呼ばれるものです。
一般財源は市の裁量で自由に使い道を決められるお金のことで、
市税、普通交付税、臨時財政対策債、その他収入で構成されています。
市独自の政策などを進めるための重要な財源です。
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宗像市の支出について

(億円)
支出総額の推移

38.7 38.7 39.1 39.1 39.4 42.1 42.6 42.2 44.1 46.3 

77.0 82.8 86.1 88.3 93.5 97.9 
123.9 111.1 122.9 139.1 

44.5 30.2 35.6 38.0 36.4 38.1 
26.6 35.6 

39.2 25.1 
41.9 34.3 

53.4 41.3 42.0 24.3 
31.2 42.3 

50.0 58.1 

157.0 
146.7 

156.1 164.6 153.3 

272.7 
181.1 188.5 

196.9 
200.8 

359.1 

332.7 

370.2 371.3 364.6 

475.1 

405.4 
419.7 

453.1 
469.4 
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Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

人件費 扶助費 公債費 投資的経費 その他経費

伸び続ける社会保障関係費✓
生活保護費や障害者福祉費などの福祉サービス関係の経費に加え、
子育て支援の拡充などによる児童福祉費の増加により、社会保障関係費は増加しています。
今後も社会保障関係の増加は避けられず、また不可欠な行政サービスであるために、
その財源確保に努めていきます。

社会保障関係費の増加に加え、物価や人件費の上昇などの
社会的な要因により、支出全体が増加傾向にあります。
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宗像市の借金について

255.5 250.0 257.7 258.8 253.6 234.3 228.7 216.3 202.1 212.2 

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6

市債残高の推移

目標市債残高 250億円
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福岡県内27市の市民一人あたりの市債残高の比較
(令和6年度市債残高を人口(令和7年3月31日現在)で除した金額)

市の借金は約212.2億円✓
市債(借金)残高は前年度より10.1億円増加しました。
これは、市立学校の体育館に空調を整備するなど、
大型の工事を行ったため、借入の額が返済額を
上回ったことによるものです。
ただし、残高は目標としている250億円を
下回っており、健全な範囲におさまっています。

(億円)

(千円)

県内24位 =
一人当たりの借金
が比較的少ない

市債(借金)の残高は目標値を下回っています。
また県内の他の自治体と比べても住民一人当たりの市債残高は低い水準にあります。
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宗像市の借金について

そもそも、なぜ借金をするの？

将来世代の市民も含めた世代間の公平のためです。

市の資金調達(収入)のひとつが市債(借金)です。
道路や公共施設など、何十年にもわたって使われるものを
整備するための財源として活用されています。
こうした施設は、長い期間にわたって多くの市民が利用するため、
建設にかかる費用をその年の市民だけで負担するのではなく、
将来利用する世代にも一部負担してもらうことが公平だと考えられています。
そのため、市ではあえて借金(市債)をして施設を整備し、
その返済を今後数十年にわたって計画的に行っています。

ただし、借金の返済(公債費)は義務的経費と呼ばれ、
必ず支出しなければならないものです。
借りすぎると将来の財政運営に影響を及ぼすおそれがあるため、
発行と返済について計画的に行っていく必要があります。

Q :

A :
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宗像市の貯金について
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市の貯金は約220.0億円✓
基金(貯金)残高は前年度より3.9億円減少しました。
また、令和6年度は、年度ごとの財源の偏りを
調整するための財政調整基金から30.0億円を
取り崩しています。これは、市民の安全・安心を
守るために新設した「安全安心まちづくり基金」の
財源としたためです。
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福岡県内27市の市民一人あたりの基金残高の比較
(令和6年度基金残高を人口(令和7年3月31日現在)で除した金額)

県内11位 =
一人当たりの貯金
が比較的多い

県内の他の自治体と比べて、住民一人あたりの基金残高は比較的多く、
将来への備えは高い水準にあります。今後も、市債(借金)の残高などを考慮しながら、
積立と取り崩しのバランスを保ちつつ、安定した財政運営を進めていきます。

(千円)

(億円)
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宗像市の財政状況のまとめ

R6年度の収入は486.2億円、支出は469.4億円となり、
翌年度への繰越額を考慮した収支は、13.1億円の黒字となりました。✓

一般財源は、約100億円で安定した市税収入を基盤として、
全体として増加しています。

✓

児童福祉費や障害者福祉費などの社会保障関係費の支出が増加しています。✓

市の借金(市債)は約212.2億円で、目標値以下を推移しています。
また、他の市と比較しても人口一人当たりの借金は低い水準です。

✓

市の貯金(基金)は約220.0億円で、他の市と比較しても人口一人当たりの貯金は
高い水準にあります。今後は新たに設けた基金なども活用しながら、
計画的に財政運営を行っていきます。

✓

宗像市の財政状況や予算、決算の詳細は市のホームページでにご覧いただけます。


